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プ
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プ
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ラ
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を
試
行
し
ま
す

蒲
郡
市
公
共
施
設
里
親
制
度

（
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
）を
試

行
し
ま
す
。

「
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
」は
、

市
民
と
行
政
が
協
働
で
進
め
る
、

新
し
い「
ま
ち
美
化
プ
ロ
グ
ラ

ム
」で
す
。

具
体
的
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
な
る
市
民
が「
里
親
」と
な
っ

て
道
路
や
公
園
な
ど
の
公
共
ス

ペ
ー
ス
を
自
ら
の「
養
子
」と
み

な
し
、
定
期
的
に
清
掃
・
美
化
な

ど
を
行
い
、
面
倒
を
み
る
や
り
方

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

市
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
へ

の
加
入
や
清
掃
道
具
の
提
供
な

ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

個
人
、
団
体
で
ご
協
力
い
た
だ

け
る
方
は
、
環
境
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（

http://w
w
w
.nrc.gam

agori.ai
chi.jp/col/cate01_02htm

l

）を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

清
掃
課
1
57
◆

4
1
0
0

平
成
18
年
度
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
な
ど
の
測
定
結

果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

税
務
収
納
課
1
66
◆

1
1
1
6

「
振
り
込
め
詐
欺
」に

ご
注
意
く
だ
さ
い

最
近
、
税
務
職
員
を
装
い
、
現

金
自
動
預
払
機（
A
T
M
）を
操

作
さ
せ
、
振
込
み
を
行
な
わ
せ
る

「
振
り
込
め
詐
欺
」の
被
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
税
務
職
員
が
次

の
よ
う
な
お
願
い
を
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

・
還
付
金
受
取
の
た
め
に
金
融
機

関
な
ど
の
現
金
自
動
預
払
機

（
A
T
M
）の
操
作
を
求
め
る

こ
と
。

・
納
税
の
た
め
に
金
融
機
関
の
口

座
を
指
定
し
て
振
込
み
を
求
め

る
こ
と
。

不
審
な
場
合
は
、
豊
橋
税
務
署

（
☎
０
５
３
２
◆

52
◆

６
２
０
１
）

へ
。
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電
線
泥
棒
に
ご
注
意
を

最
近
、
三
河
地
方
で
電
線
の
盗

難
が
多
発
し
て
い
ま
す
。犯
人
は
、

夜
間
人
気
の
無
い
場
所
、
人
の
出

入
り
の
少
な
い
倉
庫
や
ハ
ウ
ス
な

ど
を
狙
っ
て
い
ま
す
。
電
線
の
盗

難
を
発
見
し
た
場
合
や
電
柱
か
ら

電
線
が
垂
れ
下
が
っ
て
い
る
と
こ

ろ
を
発
見
し
た
場
合
は
、
中
部
電

力
㈱
蒲
郡
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ

ン（
☎
68
◆

３
１
３
８
）ま
た
は
蒲

郡
警
察
署（
☎
68
◆

０
１
１
０
）ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

3
月
18
日
㈰
を
臨
時
休
館
し
ま

す
。
こ
れ
に
伴
い
、
証
明
書
自
動

交
付
機
が
利
用
で
き
な
く
な
り
ま

す
。ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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水火災などの災害から市民の生命・身体・財産を守る
ため、昼夜を問わず防災活動や訓練に励んでいる蒲郡市消
防団は、362人の市民で構成されています。
特に、東海、東南海、南海地震などの大規模災害発生時
には、地域に密着した消防団員は貴重な存在であり、救出
救助、避難誘導、災害防ぎょなどの活動を行ないます。そ
して、これらの活動を迅速的確に行なうため、消防団員研
修や、消防車を運転するのに必要な機関員研修、また、水
防、防災などの各種訓練を、年間をとおして実施していま
す。この消防団員が一同に集まり、分列行進、一斉放水な
どを披露する観閲式を行います。
皆さん、ぜひ、消防団員の勇姿をご覧ください。

と　き 3月11日 日 午前10時～
ところ 中央小学校校庭（雨天時は市民体育館競技場）
内　容 観閲・分列行進・操法披露・一斉放水・
 表彰式

蒲郡市消防団観閲式

問合先　消防本部総務課 ☎68◆0936

クリーンセンターからの排出ガス
主な測定項目 単位 1号焼却炉 2号焼却炉 法律上の規制値

ダイオキシン類 ng-TEQ/N㎥ 0.22 0.082 5以下
窒素酸化物 ppm 110 120 250以下
ばいじん g/N㎥ 0.001未満 0.001未満 0.08以下

埋立処分場浸出液処理施設からの放流水
主な測定項目 単位 一般廃棄物最終

処分場（大塚）
一色不燃物
最終処分場 法律上の規制値

ダイオキシン類 pg-TEQ/L 0.00031 0.0013 10以下
PH（水素イオン濃度） － 7.2～7.4 7.0～7.8 5.8以上8.6以下
BOD（生物化学的酸素要求量） mg/L 4.6 2.4 60以下
SS（浮遊物質量） mg/L 1未満 1未満 60以下
ダイオキシン類・PHを除く項目の数値は平成18年4月から11月までの最大値。
PHは最小値および最大値。


